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神奈 Jll県が全国帝J覇
画部 F日 とも最優秀貿獲得
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二人 の得 点

800点 満点

井牟田 拓司君   794点
田村  雅信 君   790点

すそIrを 広 くす るためには

山の トップは高い方が良いと

考え、山の高 さの最 も判 りや

すい基準 と して、全国 レベル

の技術 コンクールで優勝 した

いと考えて きた。基本的には、

先に述べたように選手個人の資質,努 力ならび

に所属企業の方の理解がベースとなるが、それ

だけであれば、企業 ごとに毎午出場選手が代わ

り断続があるので県としての技術伝承 もあり得

ると考え、例えば前年代表と新年代表との ミー

ティングによる戦訓の伝承等、幾つかの内容の

ものを積み重ねてきた。思ったより早 く成果が

出たが、県の溶接技術 コンクールを主催 した県

当局も非常に喜んでおり、「技術の神奈川」が

定着するよう今後 も努力をして行 きたい。
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被覆アーク溶接の部 伊牟田拓司さん 炭酸ガスアーク溶接の部 優秀賞 田村雅信さ
J

溶接 技 術 日本 一決 ま る

第38回 (平成 4年度)全 国溶接技術競技会

(社 )日 本溶接協会が主催する第38回 (平成 4年度)全 国溶接技術競技会において、神奈川県代表として

参加 した伊牟田拓司さん (三 菱電機 (株 )鎌倉製作所 )、 が被覆アー ク溶接の部で、田村雅信 さん((株 )東

芝京浜事業所)が 炭酸ガスアーク溶接の部でともに最優秀賞の栄誉に輝いた。また、一緒に参加 した佐

久間博章 さん(三 菱電機 (株 )鎌倉製作所)は 被覆アーク溶接の部で優秀賞、中村源幸 さん((株 )東 芝浜川

崎工場 )は 炭酸ガスアーク溶接の部で優良賞に入賞 した。

得 点 は過 去 最 高

第38回全国溶接技術競技会は昨年10月 24,25

日の両 日、本土復帰20周 年記念大会として沖縄

県・沖縄技能開発センターで開催 された。全国

から被覆アーク溶接の部52名 、炭酸ガスアーク

溶接の部57名 、総勢109名 の選手がつどい溶接

技術 日本一をかけて火花を散 らした。最優秀選

手の成績は両部門とも過去最高の得点であった。

念 願 を津 成 して さらな る飛 躍 を

(社 )日 本溶接協会神奈川県支部

支部長 隈部 日出夫

優勝は、選手の資質と努力ならびに所属企業

(幹部)の ご理解が第一である。栄冠をかちえた

人は何等かのかたちで、人生が良い方向に回 り

始める筈でそのお手伝いができたことに喜びを

感 じている。 (社 )日 本溶接協会神奈川県支部は、

溶接に関する技術及び技能の向上を図ることを

目的としており、県内で良い仕事を してもらう

ためには技術の底上げが最 も大切であると考え

ている。
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喜 びの声

第 38回全国溶接技術競技会沖縄大会 に参加 して

三菱電機 (株 )鎌倉製作所 伊牟 田 拓司

第 38回 全国溶接技術競技 会、被覆 アー ク溶接 の

部 において、優勝 す ることが出来、大変嬉 しく光

栄 に思 い ます。
私 は、今回で 3度 目の挑戦 とい うこと もあ り、

大会 当 日は、 あ ま り緊張 しませ んで した が、電 流
が ドロ ップす るア クシデ ン トが有 り、多少不安 な

ところ も有 りま した。 しか し、 こうい う時 の為 に、

種 々の条件の元、訓練 を積 んで きま したので、結
果 は、終端 に不満 は残 る ものの、 8割 の実 力は出
せた もの と思 います。

今後 は、 この優 勝 とい う名 に恥 じない よ う、 自

分 自身 の溶接技量 を練磨 し、後輩 の指導育成 に活
か して い きたい と思 い ます。

最後 に当競技会 への参加 の機会 を与 えて頂 き、
且 つ多忙 な仕事 の中、指導 や便宜 を図 って下 さっ

た会社 関係者 の方 々に感謝 す ると共 に、 日本溶接

協会 ,同神奈川 県支部 ,並 びに当競技大会 の今後
の御 発展 をお祈 り申 し上 げ ます。

(株 )東芝京浜事業所 田村 雅信

コバル ト色の空 間,海 の青 さ,初めての沖縄 ,

全国大会 出場 で私 の胸 は高鳴 りま した。私 は、半

自動溶接 の部で出場 し、会場 内は緊迫感 にあふれ、

自分 の気持 ちを落 ち着 かせ るのに大変 で した。作
品の出来栄 え と しては、緊張 のせ いか思 った通 り
には行 きませんで した。練 習 を重 ね、 また先輩方
には数 々の指導 を して下 さった のに大会で 自分 の

力を フル に発揮 出来 なか った事 が、 ち ょっと残念
で した。 しか し、結果 を聞 いた時 には興奮 しま し
た。 (で も内心 は、 ひ ょっとす る ととの思 いが有
りま した が一 )先 輩 方 に は、 とて もいい沖縄 の お

土産 を贈 る事 が出来た と思 い ます。最後 に、先輩
方,関係 者各位 にお礼 を申 し上 げ るとと もに、 こ

れか らは この経験 を仕事 に生 か し、頑張 って行 き
たい と思 い ます。

写真左から

佐久間博章さん

中村 源幸さん

田村 雅信さん

伊牟田拓司さん

全国溶接競技会沖縄大会同行記 (株 )東芝 京浜事業所 材料部長 駿河 省平

前 日、所用 があ り競技 会 当 日(12月 25日 )朝 の飛行機で沖縄 に飛 んだ。空港 か ら真 っ直 ぐ競技会場 で あ

る沖縄技能 開発 セ ンターに向か った。沖縄 は初 めての訪間で あ ったが、空 か ら見 る海 は きれ いで空港 か

らの市街道路 も何 とな く異 国情緒 を感 じさせ る ものがあ った。神奈 川県勢 の出番 は アー ク,C02共 第 4

班で 11:30と 聞 いて きたため、選 手 が入場 す る前 に何 とか会場 に至1着 した い と気ば か り焦 った。 会場 に

到着 した と きち ょうど選手 がそれぞれ準備 して い る真 っ最 中で あ り、激励 の声 をかけ ることがで きホ ッ

と したのを覚 えている。神奈川県大会終 了後支部長以下関係者 の皆 さんか ら溶接 の先進 県神奈川 と して、

何 と して も優勝 を持 ち帰 って来て ほ しい、特 にC02は過 去一度 も優勝 した ことがな く毎年歯 がゆい思 い

を して い るとの熱 い期待 が あ った。今 回、 アー クは三菱電機 ,C02は 東芝 と共 に同 じ会社 か ら 2名 ず つ

選手 を送 り込 む ことにな り期待 はいや が うえに も大 き くず っ しりとプ レッシャーを感 じて いた。 今回東

芝 か ら出場 した 田村選手 は私 の直接 の部 下で あ り、 また ここ 6年連続 して同 じ職場 か ら全国大会 に送 り

込 んで お り選手 は もとよ り、む しろ私 の ほ うが よ リプ レッシャーを感 じて いたので はないだ ろ うか ?競
技 中 は外部 か ら中 を伺 うことがで きず イ ライ ラ して いたが、選 手 が会場 か ら出て きた とき 4人が 4人共
“失 敗 した一 !"が 第一声 で あった。 日頃の力 が100%出 せ る人は誰 もいないのだ か らそ う心配 す るな !

とは言 った ものの内心 ダメだ った か と不安 が よ ぎった。 1時間 ほ ど して作 品展示 が あ り、二枚 の試験 片

を裏表 じっ くり見て回 った。 しか し、選 手 が失敗 した と落胆 して いたの とは違 い 4人 の作 品は と もに よ

く纏 ま っていた。外観的 には十分 ベス トテ ン(欲 目か も しれ ないが一)に 入れ るので はないか とホ ッと し

た。 まあ選 手 を慰 めつつ何 とか入賞 で きることを期待 し帰路 についた。昨年12月 末 に突然朗報 が飛び込
んで きた ときは正 直 “まさか !"と は思 ったが、ついにや って くれた と本 当に うれ しい思 いを した。選

手の田村君 も半信半疑の よ うで あ ったが、間違 いないとわか るや今度 は “本 当は 自信 があったのです よ"

とげん きんな ことを言 って くれた。 いずれ に して も現行競技課題最後 の大会で しか もアー ク,C02共 全

国を制覇す るとい う大会史上初 めての快 挙 を成 し遂 げたわけで、 これで名実 と もに神奈川県が溶接 の先

進 県で あ ることを裏付 け ると共 に今後 もその名 に恥 じぬ よ うさ らな る研鑽 に励 み、県 の溶接発展 のため

に微 力 を注 ぎた い と決意 を新 たに した次第で あ る。
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『技術ガイド』

水平すみ肉の溶接に従来は、被覆アーク溶接棒

のすみ肉専用棒がよく使われていました。 しかし、

能率性,経済性から炭酸ガスアーク溶接の半自動

溶接,治具などとの組合せによる炭酸ガスアーク

溶接の自動溶接が主流になってきています。この

炭酸ガスアーク溶接による水平すみ肉が増えるに

したがって、「 凸すみ肉」になリフラットになら

ないという問題が多く生 じているようです。また、

最近の傾向として溶接のビー ド形状,外観が厳 し

く管理 されるようになり、 ソリッドワイヤでは特

に目立つようになってきています。

この問題の解決法として、図 1に示すような トー

チ角度, トーチね らいによりかな リフラットにす

ることができます。この場合、溶接電圧を少 し高

めに設定 し、 しかも前後のウィービングを行 うこ

ともあ ります。いずれに してもテクニ ックでカバ

す るところが大であ り、ひと くちにはなかなか

ずか しい面が多いようです。

もうひとつの方法 と して、フラックス入 リワ

ヤによる方法 があ ります。 この方法にはス ラグ

イプによるもの と、 メタル タイプによるもの と

あ り、スラグタイプでは、発生す るスラグによ

ビー ドの形 状 が フ ラ ッ トに整 え られ るた め

8mm脚長 までは容易 に フラ ッ トな ビー ド形状

な ります。 メタル タイプでは溶接金属の粘性 と

千のスラグによ リビー ドが フラッ トになるよう

調整 されています。いずれに して も、フラック

入 リワイヤでは ソリッ ドワイヤによる水平すみ

に比べ容易に、 しかも能率的に施工す ることが

きます。

水平すみ肉溶接の要領

((株 )神戸製鋼所 。溶接だより技術ガイ ドより転載 )
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1層 酵 多層溶接 (脚長 8mm以上 ) 開先ギャップのある場合

1～ 2 mmの場合

脚長 4～ 5 mm

開先内にアークを出さない
ように注意 し(ル ート部よ
り 1～ 2 rrlm手 前を狙 う )

ウィービングをする。

30°-40°

脚長 6～ 8mm

3 ハ ス

※ 1パ スロはフラットにつけるよりも
やや凸 ビードに したほ うが、下脚長
上脚長が揃いやす くなります。

ブール中央を狙い、プール

を先行 させる。

日
日

1ノ くス

20°-30°

2ハ ス

10° ^-20°

図 1
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溶接技術検 定試験 について

溶接技術検定試験の実施 にあた り、次の事項 が

一部変更 とな りま したのでお知 らせいた します。

1.学科試験問題 について

1993年 1月 より

」IS Z3801溶接技術資格検定試験及び

」IS Z3841半 自動溶接技術資格検定試験の学

科試験の出題傾向が変わりました。

これにともない従来の受験の手引 きが新 しく

なりましたのでご注意下 さい。

1992年 5月 25日 初版発行が新 しい受験の手引

きです。

受験当日における種 目の変更について

受験種 目の当日の変更は認められなくなりま

した。

ただ し、次の場合は認められます。

有効期間内にある場合の基本級の省略。

部分的補修について

溶接 ビー ドの補修は全線にわたって行い、原

則として部分的補修は認められません。

ただ し、仮に行ったとしても失格及び不合格

とはなりませんが、試験立ち会い委員がこれ

を見つけた場合にはやり直 しを命 じられます。

部分的補修は最終 ビー ドとはみなされません。

試験 日の取 り消 しや延期について

試験の締切 り後 (試験予定 日の 3週間前)に お

ける試験 日の変更は認められません。

(受験料の返還はできません)

やむをえず認められるものは受験者が病気で

入院 した場合、又本人の近親者に不幸があっ

た場合のみ、いづれの場合も証明書が必要で

す。

「
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1  次の記事は容器の色と充てんガスの関係で |
ある。関係あるものを線でむすびなさい。

神 奈 溶接技術コンクール

題が変わ ります

第36回 (平成 5年度)よ り神奈川県溶接技術 コン

クールの第 1部の競技課題が下記のように変わ り

ます。第 2部の競技課題は従来通 りです。

薄板(3.2mm)競技材の溶接姿勢
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2.

3.

答えは葉書又はファクスでお寄せ下さい。

1  応募者全員に粗品をお送 りいた します。

中板(9mm)競技材の溶接姿勢

アーク

中断位置

☆ ルート間隔の例

狭い方のルー ト間隔が 18の場合

は,広い方のルー ト間隔は 38以
上 となります。

“原 稿 募 集 "

第 8号の会員会社紹介の原稿や、その他の技術紹

介、簡単な紀行文、写真などお待ち してお ります。

川崎市川崎区本町2-11-19
(社 )日 本溶接協会神奈川県支部

目巨   話 044-233-8367
ファ ックス  044-246-5265

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

色

色

色

色

色

みず

黒

緑

ね

赤

褐

イ。炭酸ガス

ロ.水   素
ハ.酸  素
二.ア ル ゴ ン

ホ.ア セ チ レ ン

ピ饗邸 l堕壁劃


